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前期および後期高齢者における身体的・心理的・

社会的資源と精神健康との関連
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目的　本研究の目的は，前期と後期の高齢者の間で，1)身体的・心理的・社会的資源の保有状

況，および2)これらの資源が精神健康に与える効果を比較すること，3)前期と後期の高

齢者の間で精神健康に違いがみられた場合には，それが両年齢群における資源の保有状況の

違いによって説明できるか否かを分析することにある。各資源の精神健康に与える効果は直

接的な効果に加えて，身体的資源の減少が精神健康に与える効果を心理的あるいは社会的資

源が軽減するか否か，すなわち緩衝効果の面から評価した。

方法　全国60歳以上の高齢者を対象とした調査データから，前期高齢者（65歳～74歳）923人，

後期高齢者（75歳以上）417人をそれぞれ選び出し，分析対象とした。身体的資源の指標と

して疾患罹患の有無と日常生活動作の障害の有無を，心理的資源としてコントロール感と自

尊感情を，社会的資源として社会的支援（情緒および手段）を用いた。精神健康はCES-D

（Center for Epidemiologic Studies-Depression）で測定した。

結果　1.　後期では前期の高齢者と比較し，身体的資源の指標とした日常生活動作に障害をもつ

割合が有意に高かった。心理的・社会的資源についてはコントロール感を除いて前期と後期

の高齢者の間で有意差はなかった。

　2.　各資源の精神健康に対する効果については直接効果，緩衝効果のいずれに関しても，

前期と後期の高齢者ではほとんど違いがなかった。

　3.　後期では前期の高齢者と比べて精神健康が低位であったが，その理由としては日常生

活動作からみた身体的資源が少ないことと関連していた。

結論　後期では前期の高齢者と比べて身体的資源が乏しく，このことが後期高齢者の精神健康の

低さと関連していた。身体的，心理的，社会的資源が精神健康に与える影響は，後期と前期

高齢者の間で大きな違いはなかった。
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